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 要 旨   
 
目的： 
鬱病の有効な治療はアルコール摂取の重症度を減らすことが報告され、潜在的に脳の報酬

的回路の改善を反映している。エスシタロプラム単独での治療と比較して、アリピプラゾ

ールとエスシタロプラムの併用治療が抑うつ症状を改善し、ならびに共存症のアルコール

依存症と大うつ病性障害患者でアルコールと cue 誘発脳活動の熱望を減らすとの仮説をた

てた。 
 
方法： 
大うつ病性障害とアルコール依存症の 35 人の被験者を対象とし、17 人のアリピプラゾール

+エスシタロプラム群と 18 人のエスシタロプラム単独群にランダムに割り当てた。試験開

始時と、6 週間の治療の後、鬱病の症状、アルコールの渇望感と脳活動を評価した。 
 
結果： 
6 週間の治療期間の間に、ベックうつ病調査表と臨床的グローバルインデックス-重症度

（CGI-s）のスコアは、アリピプラゾール+エスシタロプラム群とエスシタロプラム群の両

群で減少した。加えて、治療期間の後、韓国のアルコール衝動のアンケート・スコアがア

リピプラゾール+エスシタロプラム群で 23.3+/-8.4 から 14.3+/-4.9 に低下し、エスシタロプ

ラム・グループ群の 21.6+/-8.4 から 19.3+/-7.1 への低下と比較して有意な改善であった

（F=13.1、p < 0.01）。飲酒場面を見せて反応する前帯状での脳活動度は、アリピプラゾー

ル+エスシタロプラム群で治療後に増加した。左前帯状回の中の脳活動の変化は、すべての

アルコール依存症と大うつ病性障害の共存患者におけるアルコールの渇望への変化と負に

相関していた。 
 
結論： 
これらの所見は、脳皮質の前帯状に対するアリピプラゾールの作用が大うつ病性障害をも

つアルコール依存症患者に対する治療の成功を媒介するかもしれないことを示唆する。 
 
 

 

 




